
漢
詔
勅
朝
と
如
諸
御
嶽
∵
と
の
、
藷
姦
上
の
対
、
応
・
禰
喝
閣
債
．
準
考

ぎ
！
－
三
、
世
の
顔
印
窮
に
つ
い
て
　
ー

∴

　

．

　

1

・

　

、

十

「
己

は
じ
め
に

㍗
’
・

1
番
汽
ス

た
l
ソ

「
具
ス

シ

1
　
茫
ス

す
．
ン

1
尋
か

お

わ

リ

に

烹

」

　

レ

L

 

l

く

J

 

L

・

「

も

の

く

て

刃

」

」
　
レ
L

L

　

と

「
そ
な
ふ
　
L
。
1
J
f
∴
甘
は
る
　
L

7

＼

ら

J

 

L

ゑ

「
竿
る
　
」

メ

ツ

　

　

　

　

ベ

・

ワ

1

滅

ス

し

。

「

士

刊

人

　

」

・

ヒ

1

　

L

砲

L

了
も
云
二
は
す
」
・
「
あ
ら
は
る
　
L

1

　

1

3

ろ

は

ず

し

・

、

ほ

う

J

 

L

・

1

う

す

L

 

l

う

L

な

ふ

L

点
∴
レ
的
に

草
稿
〔
㌦
儀
査
時
代
語
研
壷
「
㌢
第
二
碍
舘
載
〕
予
最
、

㈲
　
名
義
妙
に
、
．
対
・
「
押
す
や
殖
挙
動
蘭
を
更
出
し
、
か
っ
、

、
・
－
．
J
い

当
‥
敬
二
二
人
野
中
の
せ
如
月
は
い
す
れ
か
に
、
そ
の
胃

例
も
見
出
し
碍
る
も
の
（
′
．
箪
諒
）

の
頂
に
つ
い
r
一
語
形
を
婦
げ
る
の
み
ネ
∵
語
義
の
和
本
一
▼

欄
間
軍
旗
に
つ
い
て
殆
ど
言
及
す
る
と
＝
ろ
が
な
か
「
ノ
た
。
．

本
雇
は
、
前
場
か
ら
の
坤
か
な
リ
ヒ
も
の
発
薬
を
志
し
、

臥
下
の
考
察
牢
試
み
る
も
の
と
す
る
。

注
二
当
該
三
文
蘇
L
レ
L
l

十
ひ
、

三
軍
娼
婦
注
（
中
山
法
華
虐
音
義

り
三
歓
娼
婦
法
度
索
．
・
引
及
び
l
　
朗
亀

霊
薯
　
璃

b
　
昭
押
五

2

十
五
卑
三
月
刊
　
武
藤
野
書
露
〕

法
華
百
産
蘭
書
か
（
漬
隆
音
義
　
小
林
芳
草
稿
遥

九
　
♪



辛
百
産
野
草
砂
轡
訝
引
』
　
撃
和
五
十
年
三
日
日
刊

武
蔵
野
竜
虎
）

5
　
整
う
句
養
析
乾
草
記
〔
高
山
重
蔵
　
点
埜
方
規
杷

編
q
。
岩
言
旬
義
朝
聴
皐
記
轡
畢
引
．
』
－
　
石
明
恵

上
人
資
料
第
二
色
町
収
・
東
京
大
学
出
版
会
二

を
塞
す
。

本
項
計
に
該
当
す
る
語
番
は
、
そ
の
後
の
整
理
に
よ
二
ノ
て

左
の
碁
群
と
な
っ
た
ふ
（
、
米
印
は
、
急
患
抄
当
該
漢
字
に
不

教
の
謳
訓
）

へ
．
山
　
鶴
ス
・
－
〈
ふ
・
ノ
＼
ら
′
j
l

博7
1

8

か
ゾ芋

ス
ー
す
ら
ふ

ン死
ス

ヽ
．絃

ス
、
誉
T
L
ぬ
、
ほ
ろ
伊
す
す
ほ
う
誹
、

う
す
、
う
し
甘
ふ

l
γ
γ
中生

芳
子
む
去
為

す
n

成
ス
∵
ト
甘
甘
‥
二
ぼ
る

こ
丁

頗
オ
ー
し
た
か
、
良

∋

増
・
喜
雪
（
！
－
か
く
、
し
る
す

つ
」

「
「
い

4F
J

67覿
J

n
r

O

こ
も
，
7

語
；
ペ
」
二
ふ

シ
ャ
7

借
ス
ー
か
る

7村
ス
∵
1
つ
く
（
下
二
鼻
）

へ
・
ワ貴

ス
ー
あ
ら
は
す

す
ヤ
ウ行

で
・
1
品
こ
な
ふ

ヽ
．
ノ変

ズ
ー
か
は
る
、
な
る

グ

　

　

　

　

　

　

X

具
ス
ー
ソ
て
な
ふ
　
へ
そ
首
は

ナ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

繋

庄
ス
ー
1
す
む
、
と
ど
ま
る

る

t

為
る

且つ
⊥

2万一
等

52
6

㌘

包
ン詮

カ
ー
・
あ
ら
は
す

卦
ス

和
ス

酎
ス

竹
L
′
．

環
ズ

叶
・

警

！

お

っ

・
・
l
　
心
m
、
小

－
あ
っ
．

1
i
あ
り
は

ー
た

嶺
）

つスl、

寸
＝
　
あ
ら
は
る

の
l
ノ
で
／
＼

ラ
・
7寿

ス
ー
つ
か
る
、
い
た
は
る

－、・ュ峰
ス
・
！
お
こ
甘
ふ

に耳
J

覿
ズ
l
あ
ら
そ
ふ
・

マ
．
ン寮

ズ
！
か
む
脚
ふ

オ
・
ワ応

ズ
ー
．
し
た
か
ふ

方脚
ス
ー
／
＼
ば
か

．

　

り

ネ

あ
ら
か
這
、

〃
イ

苫
　
碍
ス
1
を
か
む

志
の
う
ち
二
揖
⑨
渦
⑭
　
の
四
番
に
「
ノ
い
て
・
城
下
に

即
か
音
零
を
試
み
る
。

以
上
は
、
免
轟
か
を
規
辛
と
し
た
た
の
に
、
当
時
の
日
本

語
全
体
酎
ら
見
た
場
合
、
坤
か
承
き
に
失
寸
る
か
も
し
れ
な

い
ゥ
・
し
か
し
∵
」
の
潜
の
研
先
の
、
そ
の
出
魔
点
に
於
い
て

は
．
や
む
去
え
な
い
ニ
レ
レ
」
す
え
る
。



一
1
食
ス
L
L
L
l
く
ふ
し
・
、
も
の
く
ふ
L
J
「
／
、

ら
ふ
」

右
空
清
は
、
い
す
れ
も
三
．
薪
娼
婦
達
に
の
み
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
ク

ま
す
「
食
ス
」
に
つ
い
て
は
、
在
の
5
例
肝
諦
め
、
り
れ
る
。

（
・
こ
、
．
－
・

J
岩
シ
比
T
「
食
ヲ
カ
ク
シ
テ
倒
討
タ
ー
フ
日
生
ミ
世
～
こ
城

へ
毒
針
食
♪
ス
ル
身
ト
萩
ラ
ノ
r
（
∵
「
ハ
オ
ー
）

○
軋
〈
．
妾
件
ノ
ヲ
ロ
シ
ヲ
父
二
カ
ク
シ
テ
強
笥
－
＝
〓
：
／
b
U

〔
リ
崎
へ
こ
）
†
ユ
比
へ
こ
ト
コ
ニ
臭
。
．
′
三
、
一
三
へ
ご
7
1
露
ヲ
倒
．
ス

l
！
布
瘡

リ
ア
テ
鱗
ヲ
食
了
、
林
ス
ゝ
メ
ァ
テ
ィ
右
l
プ
リ
ヲ
食
フ

（
．
喀
）
」
（
．
二
八
ウ
6
）

○
菩
公
序
。
居
テ
倒
l
雪
（
五
三
才
ヰ
）

ト
ヨ
ブ
へ
七

ハ
J
吐
璧
ト
芸
へ
7
∴
苧
去
…
彿
y
望
・
可
・
埼
ノ
カ
リ
ヤ
丁

リ
（
四
五
ウ
丁
）

草
阜
倒
堅
牢
路
握
愚
で
の
例
∴
第
五
例
の
み
窪
歌
穣
姦
不
の

例
を
あ
る
。
な
お
罵
三
例
は
、
合
志
の
冒
頭
部
分
に
唯
立
（
魂

え
ば
1
鯛
ア
テ
L
J
Ⅳ
あ
る
と
居
h
∵
れ
ゐ
二
＝
の
例
や
肩
、

1
食
ス
」
ヒ
「
墳
7
L
L
佃
「
▼
同
〓
文
脈
中
に
硬
用
さ
れ
て

い
る
点
が
謹
冒
せ
、
り
れ
る
。
（
1
食
7
」
を
1
く
ふ
L
レ
二
見

る
二
か
「
く
ら
ふ
」
と
見
る
か
ば
、
以
下
で
論
及
す
る
。
〕

涙
l

二
、
1
く
J
L
・
「
く
ら
ふ
L
の
凄
仇
を
列
尊
す
る
。

刀
1
1
く
j
L

（
盈
．
」
亘
）
ハ
．
貫
）

？
敵
三
伯
馬
詩
話
木
野
山
。
畢
丁
薮
㍉
ノ
ラ
ソ
テ
到
着
テ
二
八
千

リ
ブ
け
〔
ニ
九
ウ
吉
）

∩
）
「
轟
r
ブ
列
刊
ナ
一
」
卜
ゝ
カ
ム
C
三
〇
才
て
J
L

〓
夏
空
、
布
石
三
時
二
十
重
十
マ
、
ワ
ケ
ラ
子
息
ニ
グ
カ
テ

練
。
父
各
。
グ
パ
ス
へ
キ
ヰ
ラ
竜
へ
。
せ
C
三
五
才
γ
U

へ
l
牟
・
）

〇
是
ノ
ア
／
二
丁
▼
丁
ワ
テ
要
埋
。
グ
引
ス
ル
モ
ノ
ヲ
ハ
ウ
テ

ク
，
刊
4
C
三
六
ウ
ノ
P
U

H
1
く
ら
÷
バ
し

「
し
件
ノ
蔓
ハ
江
′
辺
∃
行
ワ
＜
ヲ
一
人
モ
恵
ク
甥
ヨ
．
功
刀

メ
ブ
リ
（
二
〇
、
フ
ら
〕

〇
（
路
）
幸
手
警
笛
リ
ブ
〝
千
畳
ラ
甥
司
．
可
C
二
で
オ
r
っ
〕

○
攫
、
、
払
う
恕
ド
ニ
彗
苛
テ
コ
エ
タ
ル
ト
云
へ
7
）
（
ニ
ハ
ラ
ー
U

c
）
拝
′
望
′
嘉
l

）
－
＝
′
華
南
手
芸
彙
ヲ
列
ラ

ー
フ
1
回
票
三

（
∪
†
4
1
・
し十

′
刀
l

ソ
．
T

〇
青
空
重
し
云
亨
γ
着
二
環
ラ
ヒ
ソ
サ
ケ
テ
ア
ク
マ
テ

滴
▼
，
功
「
耳
－
ソ
シ
着
色
（
三
ニ
ラ
4
）

（
罰
）
テ

二
塁
？
ノ
五
言
二
訂
む
テ
痩
到
l
号
∵
刊
テ
肝
ラ
ス
テ
ゝ
返
。
て
U
マ

C
壁
〇
・
7
1
芦
し
レ

ナ
〕
長
ち
埠
〒
野
中
。
半
丁
）
中
へ
。
〉
ヲ
ト
リ
テ
羊
へ
′
）
中
二
7
人
テ

ト
葦
ラ
グ
．
顎
．
弟
子
「
五
四
ウ
C
」
〕

九
三



右
目
刺
の
1
く
ふ
」
・
「
く
ら
ふ
」
誓
　
い
す
れ
も
由
竺
謎
埼

読
手
の
到
乎
あ
る
。

T
T
∴
　
1
く
・
ふ
L
と
1
く
ら
ふ
」
ヒ
爪
黒
闇
「
こ
絹
・
演
の
よ

ぅ
な
頭
書
を
差
異
粧
甲
の
ら
れ
る
。
・
印
を
、
や
れ
や
れ
の
む

持
主
に
関
し
て
、

明
　
「
く
ふ
」
の
動
作
主
は
、
今
通
常
の
人
間
）

下
あ
る
の
に
和
し
て
、

狛
　
「
く
ら
ふ
し
の
動
作
主
！
蒜
、
へ
異
牢
甘
入
間
．
＞
C
極

患
二
警
官
爪
ズ
レ
薫
け
「
　
（
八
頭
夙
外
灯
生
奇
癖
V

C
畠
「
∵
手
書
・
）

で
l
あ
る
点
て
l
あ
る
。
「
く
ら
ふ
L
に
埼
定
の
壷
遠
品
位
を
謡

の
る
こ
と
か
下
き
よ
う
。

以
上
、
く
ふ
L
と
．
1
く
ら
ふ
」
と
の
用
誓
是
至
止
当
ヒ
す

る
な
ら
ば
、「

こ

い

　

　

　

　

、

せ

ご

ハ
J
喝
。
ぶ
二
－
去
け
∴
残
Ⅶ
竺
㌢
ノ
‡
リ
ノ
ノ
＼
ト
璃
l
刊
C
二
七

ゥ
4
　
動
作
主
は
よ
柁
料
に
墾
う
た
せ
）

・
▼
三
豊
人
草
。
聖
へ
二
見
薗
壱
互
．
L
C
＝
二
4
4
．
動

作
幸
二
呈
。
八
　
三
〇
才
言
の
剰
l
ご
脇
机
甘
栗
毎
夜
う
の

肩
極
貧
の
、
証
〕

へ
㌘

○
肩
へ
蔓
首
へ
。
㌦
）
普
人
側
外
力
）
蒲
へ
ヲ
）
故
へ
．
。
患
う
祭
ハ
ム
て
こ
′
↓
三

色

C

一

七

才

亨

　

甲

石

〕

コ

∧

盆

。

イ

レ

テ

大

藩

′

迎

二

冒

す

ハ

甚

ヲ

旬

引

亨

預

仁

九
　
切

ク
ル
イ
ス
（
．
二
八
千
丁
　
動
作
主
将
娼
々
〕

品
0
羊
茸
芸
三
）
誉
圭
∵
7
‡
大
牢
ノ
蓋
こ
ヰ
ニ
ー

「
年
二
で
ふ
誓
：
二
十
二
ノ
f
i
．
叡
拝
士
二
義
誓

（
∵
）
　
軍
ヨ
傘
耳
、
㌫
疫
リ
ア
テ
爛
ヲ
常
男
．
∴
空
八
、
・
ナ
T
ノ

ラ
／
⊥
∵
ソ
リ
ラ
や
「
〔
弧
「
∴
二
　
二
八
ウ
6
　
動
拝
主

は
琵
　
二
八
ウ
γ
　
′
動
作
主
は
雀
．
）

司
部
く
、
（
入
間
）
の
壊
せ
眉
．
粒
食
・
璽
悪
の
者
∵
そ
れ

と
（
入
間
玖
升
の
も
の
∴
∴
乙
に
階
、
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
、
h
J
の

豪
7
・
－
空
席
為
、
l
「
く
ら
ふ
し
レ
嘉
r
．
よ
い
も
の
下
あ

う
う
。「

も
の
く
ふ
L
 
l
こ
誼
、
左
の
2
廟
か
認
め
ら
れ
る
二

〇
（
蜂
日
比
マ
鼓
、
、
、
テ
・
聖
′
塙
二
成
子
塘
和
㈲
－
〔
三

オ

1

）

〇
曹
ノ
牽
蝮
龍
㌢
フ
ル
空
ト
ノ
孟
・
二
辻
・
水
ト
ヨ
誓

；
て
し
（
羊
）

テ
景
恵
キ
八
、
概
′
　
ク
〓
ス
六
．
二
八
ラ
2
〕

石
っ
ん
刑
点
、
八
食
卓
を
凍
る
「
り
ぬ
し
＞
l
介
義
と
見
る
べ
き

も
ハ
い
の
き
フ
百
あ
る
9
　
「
も
の
く
ふ
」
が
果
し
て
条
令
L
T
L

い
る
の
別
学
丁
か
。
警
蕾
か
聖
．
債
L
に
．
㌣
キ
ノ
つ
∴
ノ
二

へ

膚

上

一

〇

四

　

〕

と

あ

る

の

と

石

の

2

例

ヒ

き

・

卑

官

と

見

て
ニ
d
い
の
か
ど
う
か
。
と
も
あ
れ
、
′
石
2
例
は
、
豊
原
の
1
く

ふ

L

請

例

と

ほ

ぼ

等

し

い

も

の

ヒ

見

て

大

過

は

甘

い

不

：

の

ろ

、
つ
。



次
点
「
．
傭
え
．
し
ヒ
1
く
ふ
L
l
ニ
ー
も
の
∵
ぐ
ふ
L
T
く
ら

ふ
」
と
の
蘭
旗
に
こ
触
れ
る
。

「
食
ス
L
は
2
例
〔
二
七
・
7
6
∵
二
八
カ
ー
）
群
仏
教
間

藤
、
－
例
C
五
三
4
．
4
）
聖
草
士
に
疇
す
る
も
の
、
埼
る
十

劉
（
四
五
ウ
T
U
カ
Y
l
迂
親
場
面
で
の
も
の
市
：
め
る
二
こ
れ
ら

を
〓
豊
空
面
相
腐
リ
ヒ
疇
了
る
こ
と
も
手
車
な
く
は
な
い
か
・

是
l
こ
も
触
れ
た
如
く
、
同
〓
又
脈
手
動
苧
王
も
へ
入
間
出
動

の
里
j
肋
二
「
と
い
う
息
で
等
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
食

ス
し
ヒ
1
く
ふ
L
ヒ
が
果
え
用
い
ら
れ
て
い
る
C
二
七
ラ
A
U

「
食
入
」
、
同
ウ
ニ
b
「
食
7
L
、
同
ウ
γ
「
云
竺
ノ
」
）
の
左

肺
何
に
軒
す
べ
き
か
。
今
の
と
＝
ろ
二
堰
た
会
席
希
を
′
尊
く

こ
と
那
国
軍
で
あ
る
。

二
7
具
ス
」
ヒ
「
そ
な
ふ
」
・
！
て
甘
泊
る
」
t
「
率

る
し

1
具
ス
し
ぼ
、
三
者
硝
帰
注
に
4
例
、
岩
告
句
為
準
恵
真

意
に
6
例
、
這
辛
百
度
間
者
紗
L
に
5
例
恕
め
ら
れ
る
。
．
奴

下
l
こ
食
倒
を
掲
げ
。
る
。

三
番
娼
婦
注
の
倒

○
リ
ノ
表
す
・
ラ
バ
裁
し

三
朝
骨
ラ
華
守
で

ハ
朝
倉
ヲ
旦
弓
テ
ィ
り
ク
へ
モ
行

、
′
　
C
　
三
七
才
E
 
V

〇
斉
号
ハ
、
子
ヲ
雪
っ
テ
ィ
ツ
⊥
′
へ
行
イ
チ
ヰ
ヲ
養
二
」

C
　
三
七
　
才
A
U
J

、
丁
　
コ
ノ

〇
時
。
絹
と
云
≡
7
1
ハ
略
U
 
L
ト
　
テ
テ
ラ
昂
」
プ
ア
、
茨
。

（
レ
）

カ

へ

リ

マ

」

へ

ヌ

）

へ

　

三

七

9

8

　

）

〇
時
三
感
遵
瑠
攣
‥
丁
画
響
云
7
月
ニ
テ
大
公
′
眉
ト
云

ハ
太
）
　
へ
妻
）

ざ
哲
人
に
（
璽
ア
ヘ
リ
・
見
事
丁
叔
阜
ヲ
セ
サ
ス
C
四
八

T

H

′

1

1

－

．

し

忠
告
句
為
栗
薗
集
．
記
の
倒

○
叱
′
　
功
徳
ヲ
鼎
J
テ
C
　
上
辺
）

C
是
ヲ
具
シ
ソ
し
ハ
（
上
訴
）

っ
意
等
′
養
う
風
〓
今
現
職
ェ
　
上
掴
〕

C
鳴
瀬
ヲ
郵
舅
ダ
ル
コ
ゾ
C
下
町
）

〔
y
一
切
′
頭
療
ヲ
鼻
．
布
山
ヲ
（
　
下
悔
）

○
仏
′
　
功
徳
ヲ
異
ス
ル
ヲ
C
．
下
劉
）

琵
革
を
座
間
書
か
の
倒

○

比

太

子

ヲ

タ

二

列

J

中

テ

ア

ラ

ム

C

牙

器

）

コ
一
切
ノ
法
文
／
▼
シ
カ
シ
ナ
カ
ラ
却
弓
癒
l
l
　
ヨ
＝
ノ
「
ウ
＝
一
）

○
功
徳
モ
カ
ヤ
ウ
ニ
絹
耳
鼻
草
野
意
′
二
‥
頂
．
・
巧
尋
テ
ソ

ナ
パ
ル
コ
ト
、
（
∴
ワ
桝
U

O
阿
弥
陀
仏
へ
マ
り
二
二
身
′
功
徳
剖
舅
糸
ヘ
リ
「
フ
邦
）

○
仏
1
不
思
議
智
ト
苧
ス
モ
ノ
、
引
笥
絡
テ
　
C
、
ア
珊
〕

以
上
序
列
F
あ
る
。

言
下
二
二
束
毒
婦
き
い
の
1
具
ス
L
肩
、
▼
可
ペ
て
腔
′
畢
詞

九
五



で
、
「
辛
る
L
の
意
に
は
埠
等
し
い
毛
の
ヒ
草
ら
れ
る
。

方
、
呵
文
献
車
に
1
率
る

0

時

／

呈

ヲ

　

不

覚

了

ル

L
は
2
．
例
攣
謂
れ
「
　
至

享
ラ
旦
テ
庭
師
子
ヲ
内
壷
竺
「
引
二
ノ

泰

テ

（

　

二

　

三

ラ

6

）

〔
毘
〕
　
　
　
　
去
二

〇
「
盲
〈
！
称
馬
引
テ
参
l
T
・
嬢

の
如
く
に
円
い
、
り
れ
て
い
る
。

対
象
は
＜
人
間
）
、
1
挙
る
し

L
　
ト
・
由
T
ス
　
〔
　
二
　
三
・
7
5
　
〕

石
に
よ
れ
ば
、
「
異
ス
し
　
の

の
対
象
は
＜
人
間
城
外
の
生

物
C
鹿
・
馬
〕
＞
に
分
那
珂
て
い
る
研
．
＝
机
は
、
積
怨
の

海
具
が
と
も
考
え
ら
れ
る
っ
な
お
、
、
そ
な
ふ
」
〔
把
勅
諭
）

は
5
劉
あ
「
て
・
い
す
礼
も
1
滴
乞
結
え
る
L
「
軍
備
守
る
L

の
恵
子
あ
っ
て
・
「
具
ス
」
ヒ
「
そ
甘
ふ
L
と
は
、
語
義
を

分
廻
し
て
い
る
占
W
聖
享
有
せ
り
れ
る
。
左
～

＝
「
そ
訂
ふ
し
の

一
例
を
埼
け
て
お
く
。

○
（
略
〕
戴
ハ
比
へ
レ
高
名
′
媚
人
ナ
リ
、
鑑
へ
“
；
汀
ヲ
鼠

昔
：
「
梢
軍
ノ
相
ア
リ
、
刀
、
ル
潤
う
聖
霊
等
ラ
珂
V
海

賊
ヲ
ス
ル
」
（
一
九
才
7
）

次
に
∵
尤
吉
句
養
親
壷
集
記
で
の
1
具
ス
L
は
、
す
べ
て

牢
勧
説
で
あ
る
の
は
三
教
楷
帰
話
の
壊
会
に
寄
し
い
が
、
語

義
．
は
す
べ
て
「
具
備
す
る
L
の
意
で
あ
る
占
「
大
い
に
異
な

る
。
冬
文
献
に
こ
は
、
「
率
る
」
「
そ
甘
は
る
L
I

J
敷
く
、
把

動
詞
1
虚
し
な
ふ
L
が
1
例
あ
る
。

C
各
、
ン
象
生
ア
リ
テ
、
路
′
真
言
／
番
字
ヲ
ワ
り
！
刀
二
間

．
九
六

・
ヶ
・
‥
細
凍
！
入
官
人
語
！
功
倍
コ
！
息
ク
刊
刊
軒
高
言

（
　
上
狛
）

こ
の
「
そ
な
ふ
　
L
と
r
異
ス
L
と
に
∴
語
義
∵
用
法
上
の
差

は
見
出
し
卿
た
▼
い
。
整
え
て
言
え
ば
∵
「
具
ス
L
に
は
「
息

ク
L
草
の
略
筆
語
を
ヒ
る
剰
那
隆
景
で
l
あ
る
こ
と
か
ら
、
1
具

ス
」
や
！
賢
備
L
の
泉
が
あ
る
か
と
も
辱
十
＼
れ
る
即
、
演
に

述
べ
る
語
草
苧
座
間
言
紗
立
言
　
「
一
切
′
華
「
l
空
．
シ
カ
シ
ナ

か
一
㌢
雪
ゾ
l
料
エ
ヨ
リ
L
：
ノ
＝
〕
と
あ
る
例
も
あ
り
、
旋
闇

が
碑
る
e
仮
リ
に
、
草
言
句
義
解
聴
真
記
の
「
具
ス
」
に
嘉

痛
L
の
為
が
あ
る
ヒ
し
て
も
、
そ
れ
は
、
特
定
文
献
内
で
の

特
定
用
法
と
見
る
べ
き
も
の
や
め
ろ
う
。
今
の
レ
こ
ろ
、
1
具

ス
L
ヒ
い
う
瑛
語
サ
衆
動
詞
の
大
藩
の
中
に
、
何
ら
か
の
皐

櫓
下
空
軍
郡
謡
∵
∵
千
甘
ふ
L
が
混
入
し
た
ヒ
見
て
あ
く
升
房

甘
い
。

誉
車
聖
選
蘭
書
抄
の
「
具
了
へ
L
の
用
例
は
麦
に
賭
け
た
。

本
文
．
町
中
の
1
具
ス
L
は
、
辛
の
殆
ど
力
Y
．
白
ノ
畢
詞
千
あ
る
J
且
、

尤
惑
二
文
献
の
場
合
と
大
き
く
商
っ
て
い
る
。
語
義
は
、
ら

剤
ヰ
4
例
が
「
ギ
甘
は
る
L
意
、
1
例
が
祀
勧
説
「
率
る
」

の
恵
T
y
の
る
ヵ
．
接
し
二
は
．
杢
人
敵
の
1
具
ス
L
が
空
二
人
軟

と
大
部
分
の
謡
に
於
い
て
甲
立
し
、
部
分
的
に
畢
っ
桁
が
あ

る

こ

と

き

示

し

て

い

る

。

と
こ
ろ
千
、
ネ
亨
百
重
昭
書
か
に
は
、
和
義
勧
姦
　
「
ぞ
な



は
る
」
が
4
例
〔
－
そ
甘
ふ
L
骨
了
「
「
∴
率
る
し
和
宮
倒

、
認
や
り
如
、
三
着
の
凋
閏
関
係
幸
司
乾
す
要
し
た
が
未
め
ら

れ
る
。澤

　
1
具
ス
．
F
ヒ
「
そ
な
は
る
」
と
の
閏
糸

婆
手
蔓
座
間
筈
抄
の
環
合
は
∵
賢
く
の
事
郡
、
′
十
苑
の
、
▼

－
宗
派
を
這
革
に
こ
す
る
櫓
に
よ
っ
て
、
話
ら
∴
耶
て
い
る
。
居
た
、
各

の
誌
は
．
タ
く
車
輝
▼
蔓
諒
恕
の
場
衰
主
夫
則
さ
れ
る
。
こ
∴
れ

・
り
八
人
〉
ヒ
＜
場
面
∴
ゝ
巨
人
虎
．
甲
言
声
＞
と
の
雪
印
差
異
に

？
二
）

つ
い
て
時
、
箆
に
脅
！
＼
の
諸
滴
が
甘
「
㌦
射
て
い
る
l
。

迂
　
小
林
貴
堤
博
士
「
国
語
粟
野
蒐
賓
単
と
し
て
の
．
孝
幸

苧
空
間
書
妙
L
 
C
－
法
華
学
歴
暫
昔
抄
準
賓
引
、
研

豆
腐
㌣
押
収
∴
）
　
ふ
黒
革
乳
薦
定
言
㌍
二
照
準
力
表
芸
川

東
田
降
臨
去
亘
空
甲
身
の
関
連
準
一
又
も
掲
載
。

ま
す
、
1
旦
∵
ス
」
を
埼
い
る
噌
噂
、
富
巌
　
っ
⊥
仇
　
・
未

詳
芸
息
こ
そ
講
盲
雄
の
三
女
「
∵
1
幸
二
笠
痺
る
L
を
用
い
る
稽
貢
、

宝
誉
（
2
例
‥
「
未
詳
某
農
工
若
草
居
の
三
負
手
l
あ
る
。
▼
定

義
が
　
1
鼻
ス
L
表
芸
讐
y
質
香
料
二
∵
て
甘
ほ
ろ
」
再
開
㌣
あ
る

こ
と
は
二
世
薦
感
や
き
る
と
し
て
、
未
詳
華
居
ヒ
喜
学
長
と

は
、
南
方
を
用
い
て
い
る
。
ノ
未
詳
呆
・
易
ぼ
、
「
具
ス
L
k
へ
應

泉
的
な
仏
教
理
念
「
L
関
し
て
用
言
㍉
　
1
ノ
千
、
な
は
．
る
L
を
ハ
具

象
璃
甘
身
体
株
詑
＞
に
関
し
て
用
い
る
と
い
う
遠
い
群
認
め

ら
れ
る
脚
、
登
漬
碁
の
壊
せ
ば
、
「
六
根
．
．
列
勇
テ
ゾ
†
ハ

ル
コ
ト
二
ウ
榊
・
と
、
重
野
L
、
手
．
い
争
L
ロ
「
邸
か
皐
館
が

異
な
る
バ
右
列
は
か
え
三
し
、
「
異
ス
」
と
1
号
な
は
る
も

．
L
か
l
、
牒
本
的
言
語
義
を
異
に
す
る
「
」
と
至
茄
唆
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

場
面
と
し
て
時
、
′
1
具
ス
L
l
そ
な
は
る
し
ヒ
十
と
k
、
説

燈
の
場
面
に
牽
く
尉
言
∵
り
机
、
未
詳
呆
島
の
1
例
言
∵
ウ
ふ
崩
し

が
蓋
詩
境
五
二
り
も
二
の
市
＝
の
る
∴

…
「
具
ス
し
ヒ
1
奉
る
L
と
の
関
係

1
．
革
7
＜
レ
去
1
率
る
L
聖
息
に
用
い
る
の
は
、
巷
雪
農
場

一
八
百
、
要
語
場
面
の
も
の
㌣
あ
る
。

（
U
ハ
喀
）
車
ス
タ
ラ
す
′
子
タ
マ
フ
康
1
払
サ
ラ
二
甚
丸

子
ヲ
メ
ス
へ
カ
ラ
ス
。
仏
ラ
バ
盲
ノ
ニ
ノ
∴
メ
シ
ト
コ
ゾ
牙
モ

払
ダ
テ
マ
ヅ
レ
！
昏
二
つ
4
テ
＼
串
虜
シ
グ
マ
隼
シ
ニ
モ
、

空
ノ
ナ
ム
ト
（
登
ア
給
コ
ト
モ
ナ
刀
リ
キ
。
ヌ
ー
十
二
年

／
感
ヲ
「
二
ノ
ヒ
ダ
マ
テ
ト
モ
、
一
丁
ト
カ
ヒ
ト
ア
と
ノ
御

ヲ
ト
ソ
レ
ハ
十
十
刀
ラ
′
二
拡
大
チ
ヨ
ダ
ニ
列
シ

l
申
テ
ア

ニ
7
4
、
ト
オ
モ
フ
ナ
リ
」
ト
ノ
ダ
マ
7
モ
コ
ト
ヘ
リ
ニ

テ
？
斉
憲
）

目
盛
が
仏
の
命
を
牽
け
て
扇
暗
運
を
示
‡
警
手
L
む
ペ
く
、
畢

斡
匪
道
夫
人
の
も
と
に
拳
上
し
た
際
の
二
六
人
の
心
痛
を
述
べ

た
場
面
で
．
あ
る
。
あ
る
∴
り
描
こ
の
「
異
ス
L
は
、
「
手
元
に

と
ど
む
ー
l
止
し
な
ふ
L
と
邑
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
東

九
七



は
、
＝
聖
や
雷
鳥
這
、

で
l
描
、
寛
息
ロ
の
ー
剰
（

あ
る
㌣
　
今
宮
虜
彿
読
、

花
の
文
：
・
オ
∴
W
！

食
．
詩
文
…
オ
ゼ
　
き

1
奉
る
L
を
6
例
用
い
て
お
り
、
把

ち
／
謂
　
説
経
し
が
見
ら
れ
奇
の
み
や

す
べ
て
説
轟
甥
薗
手
の
も
の
百
・

才
朋
ノ
∵
ォ
約

才
由
二
二
万
糾

と
め
奇
。
左
に
二
二
明
菜
蒜
咽
げ
え
二

（
轟
豊

〇
甲
「
王
「
カ
し
ハ
諭
丁
グ
恵
問
獄
へ
ザ
T
l
マ
．
か
し
」
ト

サ
ダ
ム
ル
示
ト
二
へ
噂
）
（
オ
練
）

香
雲
居
の
1
具
ス
」
を
1
．
千
二
甘
ふ
」
に
′
坦
い
も
の
ヒ
足
る

な
ら
ば
、
同
伴
に
あ
っ
て
は
・
1
具
香
ノ
L
と
、

1
卒
る
」
と
は

別
義
と
い
う
＝
と
1

こ
な
り
．
、
浅
草
自
虐
璽
竜
沙
全
線
と
し
て

は
、
呼
動
議
「
「
旦
ス
L
へ
、
ぞ
な
ふ
」
亘
近
い
鼻
∴
）
の
例
も

佳
か
な
か
ら
符
丁
を
」
ヒ
．
に
な
る
。
車
す
れ
ば
、
春
雪
虜
と

鷺
登
と
は
、
「
鼻
ス
．
」
を
1
そ
甘
ふ
L
ふ
た
は
よ
「
そ
甘
は
る
」

の
意
上
し
て
用
い
、
「
率
る
」
と
区
別
し
た
て
と
に
な
る
。

甘
み
、
「
挙
る
L
l

J
す
べ
て
．
罪
人
に
蘭
了
こ
し
用
い
り
れ
て

お
り
、
頻
り
に
、
会
富
農
の
1
具
ス
L
へ
丸
十
を
）
を
1
奉

る
」
と
見
た
と
し
て
も
、
用
法
上
差
か
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で

あ
奇
。

三
1
針
ス
L
‥
滞
ス
L
・
1
弔
ズ
」
と
1
し
埼
L

l
は
ろ
ば
了
し
．
・
1
ほ
ろ
対
し
・
「
う
す
」
・
「
う

九
八

L
な
ふ
∴

「
死
ス
し
の
例
は
、
光
言
句
養
親
聴
鼻
覿
l

こ
の
み
星
ら
机

る
。
（
畠
勤
．
詞
、
〕

C
仏
法
修
行
ノ
車
と
藤
里
．
ス
バ
大
空
一
髄
！
準
備
更
。
動

ス

ー
ヘ
カ
ラ
ス
へ
下
水
訂
割
注
）

者
体
箪
な
1
死
」
に
つ
い
て
問
い
ナ
∴
賂
い
な
い
。

「
載
ス
L
は
言
空
己
句
義
解
聴
泉
記
－
1
、
－
例
（
佗
撃
司
∴

‥
）
転
準
奉
碍
卜
云
ハ
モ
ト
ア
ル
物
ヲ
粛
1
利
点
ヲ
乾
減
卜
云

と
．
未
ア
ナ
キ
物
ヲ
碍
ル
ラ
撃
碍
卜
云
世
C
上
却
）

の
密
く
、
畠
勤
葡
「
乾
7
「
L
C
．
1
消
減
じ
の
晶
〕
に
対
す
呑

年
勅
諭
の
用
語
を
示
し
て
い
る
。

法
．
羊
百
座
間
書
か
に
は
c
l
例
、
と
も
l
に
自
動
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
ゐ
ふ

（
禾
）

。
仏
、
欄
外
埠
ナ
完
凌
。
ハ
、
瞥
す
禾
甘
．
ノ
衆
風
雅
ト
ア

ル
へ
土
工
ヨ
し
ル
ナ
リ
。
（
ウ
符
合
泉
虜
護
摩
）

ロ
掬
喜
仏
′
璃
！
t
串
二
与
謝
弓
、
鞭
堪
牟
在
仏
ノ
六
十

年
ノ
ユ
フ
ヘ
埠
檀
ノ
ブ
ブ
リ
。
マ
、
ソ
パ
リ
勝
巳
シ
乞
、

実
。
ア
ナ
右
シ
グ
コ
ソ
債
へ
9
（
テ
切
．
新
成
虜
．
談

膝
〕

前
例
は
、
仏
に
関
し
て
手
房
あ
る
が
、
（
身
体
拇
な
矛
「
）
を

意
埠
し
、
碑
釣
は
、
「
ほ
う
ぷ
」
に
速
い
恵
と
見
ら
れ
る
。

1
モ
ガ
」
「
冒
勧
範
）
は
去
享
†
口
座
間
青
枠
に
の
み
竪
ら



れ
る
寺
二
∵
「
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。
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．
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．
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∵
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．
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．
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鼻
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献
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又
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∵
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＜
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．
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．
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．
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華
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∵
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／
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．
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∴
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∵
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∵
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∴
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．
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．
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．
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∵
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判
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／

形

う

喝

プ

7

栽

カ

ユ

カ

／

ウ

ヘ

二

ノ

ホ

リ

テ

、

モ

ロ

ノ

＼

ノ

中
東
ヲ
＝
オ
ト
ロ
刀
シ
ノ
磨
「
へ
ご
て
ゾ
」
ト
イ
フ
ニ
（
略
）

C
下
牢
＋
泰
芸
誉
虜
∴
藷
詰
∴

こ
こ
略
）
魔
王
▼
　
寧
電
ス
ル
キ
ヨ
エ
ス
シ
テ
、
．
雇
療
′
形

ヲ
響
当
－
T
、
金
．
へ
コ
。
仏
舎
利
ラ
イ
レ
テ
、
海
ヨ
リ

イ
テ
乗
i
十
．
4
ダ
テ
マ
ツ
り
ノ
ケ
′
ル
。
C
、
7
幼
　
者
遠
島

註
詣
　
し

壌
）

バ
リ
・
王
ノ
ノ
る
／
マ
7
7
7
「
突
二
大
上
！
化
喪
ハ
　
見
ミ
ス
テ

刀
ア
ケ
レ
ト
、
五
最
遠
；
∴
　
ト
キ
、
ヒ
ト
リ
ト
シ
テ
モ

惑
7
モ
ノ
ナ
シ
　
〔
略
し
L
卜
申
シ
洛
了
。
へ
噂
　
し
C
サ

邪
　
知
辟
易
　
▼
）

右
手
絹
、
ウ
竹
・
ウ
甲
の
2
例
が
自
一
相
不
明
乎
あ
る
。
大



勢
か
ら
緒
サ
ー
ぼ
、
佗
勧
領
と
見
る
ペ
5
：
わ
の
甑
∵
。
ま
た
、
右

へ
誼
）

の
す
べ
て
が
、
（
具
塔
廟
＞
に
つ
い
r
 
T
壇
刊
八
」
　
の
用
い
ら

れ

て

い

る

息

、

忠

言

句

着

駅

聴

某

記

の

場

会

に

等

し

い

。

注
　
ウ
5
5
の
第
「
例
で
l
　
ほ
「
神
適
ヲ
頑
シ
テ
」
と
あ
る
が
、

1
碑
通
し
の
．
脳
果
裡
京
子
ヒ
ら
え
ら
れ
る
も
の
ぎ
1
哩

ズ
l
 
L
が
承
け
て
い
る
も
の
ヒ
解
し
、
（
具
体
物
）
に

▲
準
す
る
．
も
．
一
の
ヒ
見
た
叩

〓
力
、
和
語
勧
遍
の
方
重
は
．
∵
「
勃
b
l
J
す
．
L
埼
千
刹
・
も
な

く
、
．
あ
ら
・
は
る
」
か
、
5
例
へ
方
面
「
・
オ
珊
「
‥
耳
礪
㌻
上
井
舶

‥
ア
∬
・
ウ
駈
）
．
認
め
ら
れ
、
↓
ノ
ち
ち
例
．
卿
＜
具
体
物
V
へ
但

し
、
す
べ
・
r
 
l
　
仏
　
し
の
出
頭
に
っ
い
r
、
弔
い
ら
れ
．
て
い
奇
。
）
、
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押
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絢

）

に

「
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て

朽
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H

て

い

令
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在

に

、

各

1
1
判
を
絡
げ
る
ゥ

P
一
H
い
、

（
事
　
言

ハ
〕
（
略
．
〕
ム
カ
シ
．
轟
什
三
薗
／
　
終
縫
ヲ
六
∵
q
ヤ
ア
∴
γ
ア

マ
ピ
ン
／
ラ
リ
、
羊
′
サ
ギ
二
丁
一
リ
五
色
′
鮭
ヲ
ハ
ブ
ナ
チ
、

七
／
、
ア
ナ
ニ
モ
ロ
モ
ロ
／
〟
山
払
サ
ム
刊
．
封
．
八
戸
タ
マ
ピ

ケ
ル
．
〔
オ
抽
　
夏
祭
　
説
話
）
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切

衆
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カ

．

中
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仏
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∵
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／
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ヱ

こ
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僧
－
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㌢
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で
ノ
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＼
、
革
仏
僅
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′
邑

エ

ア

ラ

バ

レ

タ

ル

日

払

法

花

経

こ

御

大

。

（

オ

覇

　

者

督
　
籠
虐
〕

玖
上
巻
の
に
願
っ
て
国
司
紅
寸
H
は
左
の
部
／
＼
に
打
お
る
。

日
、

辟
′
畢
詞

藍
蛤
の
如
く

す
べ
て
が
1
払

「
・
（
具
体
物
＞
1
－
あ
ら
は
る

Y
「
ハ
油
象
物
＞
－
あ
り
肩
る

）
－
＜
具
体
物
＞
1
1
鴨
方

1
あ
ら
は
台
L
の
＜
具
体
物
＞
と
し
に
も
の

L
 
T
l
　
あ
る
掠
、
鼠
方
に
J
机
は
、
二
組
を
も

ハ
轡
長
物
＞
ヒ
経
ら
れ
潔
く
ば
な
い
。
土
レ
し
ゼ
れ
郡
許
丁
机

を
な
ら
蘭
、
「
現
計
L
L
L
「
あ
ら
泊
る
」
と
に
眉
、
自
1
把

の
謂
二
法
に
と
ど
蓋
わ
ず
、
語
義
l

＝
も
大
差
が
布
す
る
こ
と
．
に

な
る
二

な
お
、
1
埴
ズ
L
「
あ
ら
腐
る
L
の
い
ず
れ
か
を
用
い

る
講
師
は
、

1
認
ス
I
L
の
み
竜
田
い
る
岩
音
皐
鼻
（
j
倒
し

呈
芸
宕
巧
∴
評
成
鳥

勘
「
あ
ら
は
す
L
の
み
を
罵
い
や
着
∴
若
衆
嘉
∵
蛋
奉

c
c
∠
例
）
4
未
詳
来
着
（
2
例
言

即
両
者
を
席
い
る
薯
、
杏
雷
鳥

と
？
か
れ
一
命
。
ふ
．
の
春
字
居
は
∵
埴
存
蔓
草
百
座
間
昔
か
中
、

毒
も
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望
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の
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い
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で
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る
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∴
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．
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こ
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．
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見
ら
れ
る
こ
と
は
、
菓
∴
ト
触
ふ
れ
た
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‥
デ
の
3
夙
∵
は
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二
甘
机

も
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で
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止
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訂
ど
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野
に
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っ
て
い
る
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句
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に
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追
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リ
1
例
は
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㍉
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っ
ひ

佗
勧
説
で
1
1
融
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建
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と
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ら
．
付
し
（
愚
〓
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＝
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釦
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序
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り
㍉
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現
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ノ
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承
け
て
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る
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＝
姓
を
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と
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れ
庸
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、
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準
え
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荒

（
右
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）
上
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賢
リ
癖
定
的
－
．
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ー
包
こ
と
を
怒
廿

し
め
る
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上
代
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来
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∴
∵
り
れ
て
き
た
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本
畢
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轟
動
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詞
も
！
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献
の
惇
彿
し
ふ
l
、
軍
疋
均
む
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い
ら
れ
か
た
の
手
約
台
こ
と
が

あ
る
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（
岩
男
輝
の
1
あ
ら
ぼ
る
L
な
ふ
↑
〕
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「
？
丁
二
、
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上
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ト
見
た
貰
語
サ
央
′
勤
・
魂
、
和
語
動
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に
閻
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る
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点
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頼
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＼
料
る
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な
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と
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1
ノ
言
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軍
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∵
五
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畢
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こ
入
会
で
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し
た
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の
に
峯
く
ゥ
車
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に
二
束
い
て
、
小
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労
務
乾
生

を
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め
　
貪
萄
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氏
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す
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＼
の
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教
範
音
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つ
た
U

ま
た
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∴
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の
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に
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し
て
は
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鉢
藍
笈
の
画
数
導
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し
た
∴
ノ
密
せ
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し
て
厚
く
都
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上
げ
る
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